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【
収
蔵
品
紹
介
】

菊
人
形
興
行
の
引
札「
造
菊
大
廻
掛
」（
薫
風
園
光
三
郎
発
行
、
明
治
22
年
）

　

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
度
、
当
館
の
収

蔵
品
に
、
明
治
時
代
の
団
子
坂
（
現
在
の
文

京
区
千
駄
木
）
で
人
気
を
博
し
た
菊
人
形
の

興
行
に
関
す
る
広
告
「
引
札(

ひ
き
ふ
だ)

」

が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

団
子
坂
は
江
戸
時
代
以
来
、
植
木
屋
が
集

ま
る
地
域
で
、
そ
の
植
木
屋
の
中
か
ら
、
後

に
大
宮
盆
栽
村
（
現
在
の
さ
い
た
ま
市
北
区

盆
栽
町
）
を
切
り
開
く
こ
と
と
な
る
盆
栽
専

業
の
盆
栽
園
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
団
子
坂
は

大
宮
盆
栽
村
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
引
札
は
団

子
坂
時
代
の
盆
栽
園
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重

な
資
料
で
す
。

　

引
札
に
は
、
植
木
屋
が
取
り
扱
っ
て
い
た

品
や
菊
人
形
の
題
材
が
描
か
れ
、
菊
人
形
興

行
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治

22
年
（
１
８
８
９
）
に
発
行
さ
れ
た
「
造
菊

大
廻
掛
」
を
例
に
、
菊
人
形
興
行
の
様
子
を

覗
い
て
み
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
引
札
を

発
行
し
た
薫
風
園
の
蔵
石
光
三
郎
は
、
大
宮

盆
栽
村
の
開
拓
者
の
一
人
で
あ
る
蔵
石
篤
夫

の
父
で
す
。

　

本
引
札
で
は
、
源
平
合
戦
の
場
面
「
鉄

海
ヶ
峯
日
尾
鳥
越
大
勝
軍
ノ
場
」
が
紙
面
の

約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
歌
舞
伎
の
演
目

の
一
場
面
と
見
ら
れ
る
こ
の
菊
人
形
は
、
間

口
８
間
２
尺
（
約
15
ｍ
）、
高
さ
６
丈
３
尺

（
約
20
ｍ
）
に
も
及
ぶ
「
大
仕
掛
ヶ
大
道
具
」

で
あ
り
、
興
行
の
目
玉
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
引
札
に
は
歌
舞
伎
の
演
目

を
は
じ
め
と
し
た
菊
人
形
４
点
、
菊
花
壇
を

描
く
「
大
輪
花
だ
ん
三
ヶ
所
」、
松
や
竹
、

菊
の
盆
栽
を
描
く
「
盆
栽
三
ヶ
所
」
が
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
団
子
坂
で
は
、
菊
人
形
と
と

も
に
、
菊
花
壇
や
盆
栽
、
鉢
植
え
が
並
ん
で

い
た
様
子
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
引
札
を
一
例
に
、
団
子
坂
の
菊
人

形
興
行
の
様
子
を
垣
間
見
ま
し
た
が
、
今
後

も
資
料
の
収
集
・
調
査
を
継
続
し
、
盆
栽
園

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
団
子
坂
の
様
子
を
明
ら
か

に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
当
館
主
任　

立
石
見
雪
）

引札「造菊大廻掛」（明治22年発行）
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